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このたびは本機をお買い求めいたださ 
まことにありがとラございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保罰書と共に 
大切に保管しておいて < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買いホめの販売店にご相談 < ださい。 
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田]安全のためにぶ i ずお守りください 


►お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを説明 
しています。 

►ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明していまず。 


A を険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、または 
火がの危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ重傾を貪う可能1を、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性和物の損害の 
発生び想定される内容をおしています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 

〇 © 

この絵表示は、必ずしていた 
だく「指示」内容です。 


A A 


この絵表示は、「注意」していた 
だく内容です。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使い 
いただくための内容が記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でわ、火災の原因になります。 


§№1 


告 （ WARNING) 


女換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不売全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器挟患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

♦使用中は必ず 1 時開に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

_窓び深結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくださし、_ 

★スプレー吿厳禁 

スプレー吿传カセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 

熱で任-の圧力が上びり、爆発し、危険です。 

~ ★カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテン作燃えやすいちののそばなどでは使用しないでください。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。_ 

^ ★巧類の乾燥厳禁 

な類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 

~ ★寝るとさ消乂 

寝るとさや外出するときは、必ず火び消えていることを確認してください。 

予想しない事故が発生するおそれげあります。 

' ★給油時消乂 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度び巧分に下びってか5、他に火の気のない状態でおこなってください。 
乂災の原因になります。 

★油漏れ危険 

♦給油!: ] U 金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締曲た 0 すると、簡単に給油□口金びはずれて、火災の原因にな 0 ます。 

♦油タンクか b 油が漏れる状態では絶対に使用しないでください。乂がの原因になります。_ 

★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用してい^部屋で、可燃性ガスび発生するもの（ガソリン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使用しないで<ださい。 

火災の原因になりまず。_ _ _ _ _ _ 

' ★空だを厳禁 

なべ、やかんやフライノ くンなどは、空ださしないでください。 

空だきすると火災の原因になります。 
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A 注意に AUTION) 


女大なべ禁止 ご 

♦天板からはみ出すような大なべ、鉄板などをのせないでください。 

巧部に黙がこちった0炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれびあります。 

•不安をなやかん、なべなどは使用しないでください。 

_転倒するおそれびあります。— ___^— …-立 

★やかんやなべなどの使用注意 I がが 

やかんやなべなどをのせた場合は、細ム、のま意をしてください。 

振動传接触によって、やかん件なベなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い巧めの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブの故障の原因になります。_ 

~ ★変質灯油禁止 

変質丹油（持ち越した丹油など）、不純灯油（な油 uw の油•水•ごみが湿入した丹油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障（しんび下びらない、点火できない、火び消えない）の原因になります。 

★燃焼中移動禁止] ，忿 

火のついたまま持ち運ばないでくだごい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると火災になるおそれびあります。 、.- 

★移動•運搬ずるときのミ圭壽 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの温度び巧分下びってから、油タンクを取り出し、傾けないよ5に 
静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運臟される場含は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを取り出し、 

油受けざらのな油を必ず抜いてください。 

_運搬の途中に口油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。_ 

女異常時使用禁止] ち我 

におい、すすの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 ^当!^ 

緊急の場をでもあわてずに、しんを下げて消火してください。 、- 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 


燃焼筒のが筒（ガラス）び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあ0ます。 

★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼商びずれていると、すすび出て異常總焼を起こして危険です。 

★高温部接触禁正! 

•燃焼中や消乂直渡は、高温部、天板（ストーブの上面）作ガードに手などふれないよラま意してくだごい。 

がけどのおそれびあります。 

♦やかんやなべの取っ手は、加熱している場合もありますのでミ主意してください。_ 巧——- ^ 

高電圧注意 I 、’ぶ 

点火装置は、点火時に高電庙び発ホします。点乂プラグに不用意にさわらないでください。 ^み©^ 

感電のおそれがありまず。 のくく 

掃除、点檢•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてひらおこなってください。_ 

ふく射熱に長時間あたらない I 释 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけど軒脱水症状になるおそれびあります。 

とくに、幼いお子様やお年蓄り、体の不自由なかたや病気のかたなどの暖房には充分にま意してください。フ 

★ほ こりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとさどを除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラに注意してください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼や火災の原因になります。__ 

★安全装置の作動確認 

•使用開始時と、使巧中は1塵月に1回しソ上、巧襲宫動消乂装置を作動させて確実に消火することを確ひめてください。 

確実に消火しないときは使巧しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は1箇月に1巧し U 上、給油時消火装置び作動することを確かめてください。 

正常にセット、作動しないときは使用しないで、すぐに修理してくだごい。 
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田ををのために必ずお守りください 


A ミ主意 （CAUTION) 


★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨトミ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障軒予想しない事故び発生するおそれびあります。 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。_ 

女触媒、脱臭フィルター使用禁止 

市販の觸媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や火ぶの原因にな0ます。 

★おモ様やお年善りのご康巧に注意 

お子様やお年寄り、体の不自由なかたびお使いになる場をは、ス I -ーブのお扱い、部屋の換気、高温部への接觸による 
やけど、低遍やけどや脱水通'状などにっいて周囲の人び巧分に注意してください。 

★保管時にしてい ただくこ と 

♦長期間使用しないとき、または保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてくだごい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂おのおそれがあります。 

♦しんの手入れ（から焼きクリーこング）は、風があたる場所ではおこなわないでください。 

__火災のおそれびあります。_____ 

★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら巧の灯油を掠きおり、電池ケースか b 乾電池を取りはずし 
てください。り11!探舊慘照） 

口油や乾電池び入った素ま廃棄するとリヴイクルの隙、予想しない事故が発をするおそれがあります。_ 

場所では使用しない 

火災や予想しない軍故皆故障の原因になります。 

C 水平でない場所、不を定な場所 ） r 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) 使南察止 

•傾斜した塌所や振勤の激しいところでは、使用しないでくだごい。•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 

対震自動消乂装置が誤作動することびあります。 炎び出て危険でず。 

•しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 掃除機の排気にもミ主意してください。 

♦移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。転落•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶっかったりっまず 
したり、乂災になるおそれびあります。 く場所で使用すると、転倒して事故や火災び起きるおそれ 

( 暖沪などストーブが囲われる場所0 び晋っまず。 -——^—— 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで C 不每な物を g せた棚などの下 ) 

ください。 落下物により乂災び起きるおそれびあります。 

火災の原因にな城を_ C 直射日光の あ たる場所 、温度の高い場所つ 

C ほし〇クミ窗列^^〇をい踊互]^; •異常燃焼を起こすおそれびあります。 

粉類や織維を取り扱う場所や溫堅•灣鶏場など、藍やほこりの多い•油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれがありまず。 

燃焼用空気を取り入れる箇所^目づまり巧態になり、巽常燃焼を^_鸟•腐ををスの異吉事玄瘍 P 斤、またはにまる場が ) 

C 温室•飼育室など人のいない場所 J C 高地 （13 日 OmL ソ上の場所）） 

使用環境の変化で、予想しない事故び発をするおそれびありまず。酸素濃度び薄いので異常燃焼をパ„ 

C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ場所 ) 。しすおそれびありま弓。 / _/% \ 

化孚薬品びストーブの熱で変化し、ストーブの故障や、腐勘’まガス 

の発生により金属•鏡•ガラスなどを 偏ゆる 原因となります。 __ 

- ★可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離ず1 悼 I 2 日 cm J 1 mm 上 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定しソ上の距難を保っようにしてください。 I , I ,j 日日 cm 

•ス I ブ上方の刪などとの脂離は必ず InUU 上あけてください。 ^ が上 

•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•力ーテンなどび風でゆ b いでもストーブにふれないようにしてください。 日 Ocmll 。む、. 

♦家具などからは巧分な距離をとってください。 上社^^^^: ' 

熱で変おが変色、自然発火ずることびあります。 1 
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灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 
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給油表示装置 


\置台_ \油受けざら 

-お願い- 

耐熱しんに、巧ミ由の燃えかす（夕ール）が多量に付着しますと、しんが下が5なくなったり点火しにくくなったりしまず。 
[〇~1累臀1「日しんの手入れをする」を参照して、しんのか5焼きクリーニングをしてください。 
























® 燃料は巧油し NS 1 号灯油）を必ず使用してください。 

獲変質な油、不純灯油は、絶巧に使用しないでください C 

•誤ってガソ I 」ンなどの燃料を使用したことがわかったとさは 
あわてずに、緊急消乂ボタンを押して消火してください。 

•変質灯油(持ち越した丹油など)、不純'灯油(打油1^ソがの油，水- 
ごみび混入した口油など）は、絶対に使用しないでください。 

宾常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•巿販ごれている助燃剤(添加剤）は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれがあります。 


(!) な油の保管のしかた 


♦灯油は必ず乂気、雨水、ごみ、高溫 \ 

および直射日光を避けた場所に保管 
してください。 

♦1 灯油容器は專用のされいな容器を 
使用してください。また阿油容器は 义 
必ず JIS 認を品で青色の'灯油専用容 气 I 。 つ& 
器を使用してくだごい。 I 巧 

♦灯油辑器内の灯油びかないと温廈変 ^ 

化により結露して水びたまることび」 ^ — ^ 

あります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください 
•お子様の手のとどかない所に保管してください。 
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A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
少量の温入でも、乂災の原因になりまず。 


ス I -ーブを取り出ず 


I 包装箱に表示してある r 包装の内容」をご盛んになった 
' うえで、包裝箱から包装がなどを取り除を、製品を傷 
巧けないように取り出してください。 

包装箱や包装材はス I -ーブを保管するときに必要です。 
取扱説明書-保 誌 書ち忘れずに保曾して<ださい。 

-お願い-^ 

包装材は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 
___ J 

) ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引き、ガー 
-ドを開けて < ださい。 



燃焼筒を納めている包装材を取り除き、燃焼簡を取り 
出して < ださい。 


•包装材の巧に指を入れ、巧側にキ斤り巧げてある部分(凹部)を引 
き出し、包装材を下へ下げて、燃焼筒を取り出してください。 


f 歎ボ-ル) 



燃焼筒をセットする 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
し、燃焼筒つまみをちちに2〜3回動か 
し、燃焼筒び正しくセットされているか 
確かめてください。 

ガードを、ちとの位置に閉じてください。 







国使用前の準備 
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保管によ 
に保い^) 
所でぱな 
場器つさ 
い容す越 
高の、ち 
の色り持 
} 度白たに 
油温乳びン 
口、、おズ 
たやりを I 
し所に巧シ 
越場つ色磐 
ちるあ黄は 
持たては油 
憂当けの灯 
との開わめ 
ひ光がいた 
^ □たどぐ 
油、ふひ防 
な間ののを 
い朔器質質 
ち長容変変 
• •••• 








乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売です。 

•巿販の単二形乾電池 （ 4個)を購入の上、本体溃側の電池ケー 
スに、@0を正しく合わせて入れてください。 



でるでるつまみの位置の確認_ 

しん調節つまみを引き®いて、内部にあるで るでるつまみの ① 
の位置に、固定ピンが入っていることを確認してください。 
違っていましたらぶにはめ替えてください。 

(詳しくは 圆進いか包 I でるで るなの使いかた I をお読みくださ 
い。） 


でるでるつまみ 



り 


>新しい乾輩池と巧い乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しますと、点乂でさなかったり、点火しにく <なったり、ミ夜 
漏れや破裂する原因になります。 


、しん調節 
\つまみ 


固定ピンび 
0の位置に 
あること / 


-お願い- ■ 

製品の輸送中に生じた外筒(ガラス)の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べて<ださい。 


• f [油じ(がの油（ガソリン、シンナ- 
混入した丹油。 

♦水やごみが湿入した丹油。 


_ 不純巧油とは 

天ぷら油、機械油、重油など)びほんの少しでを 


/灯油 LU がの'' 

油、水、ごみを> 
入れないで y 



0 

使用禁止 


変質打油•不純に r 油の見分けかた （コップに水を入れ、なに灯油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間げ短く、水と同じ無色透明な 
ら正常。 八、 r ぶ r - 〜二ご I 


かしでを色びついていたら使用しない。 


で 

r — だ 

_ 

明 


0 

使用禁止 


•紫外線で灯油が劣化した時は、灯油び 
変色しにくく見分けかたび難しくなり 
ます。 

ひと夏持ち越した巧油は無耗證明でを 
絶刘に使用しないでください。 


変質: n 油や不純灯油を使用ずると _ 

•変質なミ由やす純な油を使用しまずと、灯油の程度にも 
よりまずが、 ] 〜3日日のご使用でしんにを量のタール 
がたまり、しんの先端が固くなったり、点火しにくく 
なったり、しんが上下しにくくなったり、がが大さく 
な6なくなったり、激しいにおいがしたりしまず。 

また、消火時にしんが下が5ず乂びミ肖えなくなりまず。 

•水の混入した灯油を使用しますと、油タンクに灯油び 
残っていてち炎がルさくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
り、乂び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入し 
た灯油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質な油や不純打油を使ったときの処置のしかた 

1 油タンクや油受けざら内の悪い灯油を振さ取り、良 
' 質の丹油で内部を2〜3回洗淨してか b 良質の灯油 
に入れ曾えてください。 

(悪い巧油び残っていると巧発します。） 

2 师條督 "1 「日しんの手入れをずる」を参照して、し 
んの先端の固くなっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか5、しんのか5焼きクリーニン 
クをおこなってください。 

3 しんの手入れをおこなってち劾果のないとさや、水 
が多量に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問い含わせください。 


-お願い- 

変質な油や不純丹油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でも有料修理となります。 
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国使巧前の準備 


給油のしかた 


給油は、必ず消火して、ス I -ーブの温度が充分に下がってか5、他に火の気のない状態で 
おこなってくださし、。 

乂災の原因になります。 


〇 


油タンクを取り出ず。 給油口 □金 

•油タンクを取り出し、給油じ！ 

口金を、左「〇」に回して取 / 

りはずしてくだごい。 \( 

♦給油ロロ金を取りはずす前に、 

先端の弁部を押すと、給油口 
□金び取りはずしやすくなり 
9 〇 

油量計を見なが! 5 給油 1 

ずる。 ^ 

♦市販の給油ポンプの先端をジ司 r 
ャバラの手前まで差し込んで、 心、 

油靈計を見なびら給油してく X 

ださい。（ホースび抜けないよ Y 

うにま意しなびら給油してく べ^ 

ださい。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部(ち 一 

図の給油位置吵）まで給油し / 

てください。 給油位置 

入れ過ぎますと、あふれ出る'7 
ことびありますので充分にミ主 
意してください。 \ 



こぼれま栓 



满1の位置/ 


-お願い- 

^巧タンクの中にある r こぼれまお」の弁 
び、給油口の近くまで上がっていると 
さは、弁を下ヘキ甲し下げてください。 

>油タンクの中にある「こぼれま培」は、 
給油口□金びはずれたときに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で< ださい。 



給油□□金 


と音がずるまでち「〇」 

に回して、しっかり締める。 

♦正しく締めると油タンクの 
ホ色の線び見えなくなります。 
♦給油ロロ金を下にして、油漏 
れびないことを確かめて<だ 
ごぃ。 

-お願い—— 

給油口□金を斜めに締めた ^__^ 

りずると、簡単に給ミ由ロロ 
金びはずれ、火災の原因に P 5 P # 
なりまず。 ^ ' 



赤色の線 



♦油タンクから灯ミ由び漏れる状 
態で使用しないでください。 
乂災のおそれびあります。 
•同時に多数の油タンクに給油 
する場をは、類似している給 
油□□金びありますので、間 
違えないようにしてください。 
灯油びでなくなったり、故障 
の原因になります。 

•灯油容器のふたち、しっかり 
締めておいてください。 


こぼれたむ油はよくふ 
き取る。 

こぼれた灯油は必ずをれいに 
ふを取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちなります。 


油タンクをセツトずる。 

油タンクを、本体に正し<、 
ゆっくりとおットしてくださ 




〔本機用の給油ロロ金） 




-お願い-> 

才ート給®ポンプ(自動停止装置付)を使用する塌含 

•市販の才ート給油ポンプ（自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれまお」と干渉して、次のよラな不具合状態にな 
り、正しく給油できないちのびあります。 

〔す具を〕]スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースの t 
ンサー部の位置(ち向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油びあふれてしまう。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給ミ由を中止し、他の給ミ由ポンプ(手動式ポンプなど） 

を使用して、正しく給油してください。 


しまつている しまっていなし、 


無鎌化 a ミむ • 


•ストーブを使用するときは、とをどさ給油サインを W て、灯油があるかどうか 
確認し灯油びなくなる前に給油してください。 

•油タンクに灯油があるときは、「給油サイン」の色は「緑」ですび、丹油び少なくな 
ると「ホ」に変わります。 

•「給油サイン」の色び r ホ」になりましたら、消乂して給油してください。 



-4 含油サインロ油がかなくなると 
で__1赤色に変わります。 
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点乂前の準備と確認 


•ストーブの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙传マッチなど、可燃物がないことを確認してください。可燃物びあると火災のおそれ 
びあります。 

•ストーブび水平で巧定した場所に設置してあることを描誌してくだごい。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器に t ッ 
卜されているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かして、 
スムースに動くことを確認してください。 

•油タンクび t ットごれていないと、給油時消火装置び作動して、 
しん調節つまみび戻り、点火できません。 


対震白動消火装置のセット 


しん調節つまみを、 「燃焼」 のち向 （ 〇 ) に、ゆっくり止まるま 
で回しますと、対濃自動消火装置が自動的にセットされます。 

対震自動消火装置びセットできない場合は、一旦しん調節つま 
みを r 緊急消火位置」（消火装置セット）の方向 （ C )) へ回し 
てください。 


固使いかた 


点火のしかた 


►初めてお使いになるときは、点火後、ストーブに付着し 
ているほこり作油び焼けるにおいびしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはな < なります。 

>点乂後しば b くの間は、炎が安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしな < なります。 


電池点乂のしかた 


しん調節つまみを r 点乂」 

の方向へゆっくり回ず。 X - 产す^ ， 

♦しん調節つまみの目印を 「点火」-たこ^ V - 
のち向（〇)にゆっくり完全に Ji：;r 

止まるまで回してください。 

(しんび上びり点火します。） \1_印_ 

•点乂操作の途中で r ピィー」という放電音びしまずび、し 
ん調節つまみはそのまま止まるまで回してください。 
•しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、油夕 
ンクび正しくセットごれているぴ禮認してください。そ 
れでち扉ってしまう場合は、一宜、しん謂節つまみを r 緊 
急消火位置」（消火装置セット）のち巧（〇)へ回して 
ください。回せない場をや硬い場をは、しんにタールび 
ついています。しんの手入れ（から焼きク IJ - ニング） 
または、新しいしんと交換してください。 

乂が着いたことを確認する。 

•乂び碧いたことを確認した5、手をしん調節つまみか 
らゆっくりはなしてくださし、 

•乂び着いた後もしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾電池の消耗び、甲くなります。またカーボンが巧 
着して、点火しにくくなる原いになります。 


-お願い- ' 

>使い始めや、しんの巧^後、しんの手入れ（か5焼きク U — ニング） 
をしたとさは、給ミ由後約15分切上待って、しんに充分な打油が吸 
い上げ5れてか5点火してください。巧分に吸い上げ6れてい 
ない状態で点火しますと、しんを傷めます。 

巧斤しい乾電地を入れても、しんにミちれもないのに点火しにくい場 
合は、に I 点検.手-入れ」 r しんの修正」を参照して直して < ださし、。 


点乂しにくい場をは 

•点火プラグ付近から白煙び出てニニニ;三^^- 
点火しにくい場合は、 しん調節つ ； 

まみをかし戻してから、泻び「点 y 瑪|[ド 

火」の方向に、ゆっくり止まるま ...娘 。球‘. 

で回ずと点火しやすくなります。 /V イ6>'' 

•しんに夕ールや力ーボンび付着 r / / \ 

しにり、点乂プラグがミちれてくると、点火しにくくなりまず。 
しんの手入れ、しんの修正、点火プラグの掃除をおこな 
ってください。（回瞬廣•手入れ I . hui 保霞を照） 
•乾電池の電圧が不お分で点火しにくい搞含は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラえ交換して 
ご使用ください。 

燃焼筒のセットを確認する。^_ __ 。— 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒が正しく是是^^^^^ 
しん調節器にセットごれているか、 

しんの上にのっていないかを必ず査^^^^^ ^; 
確かめてください。燃焼筒が止し~ 
くセットされていないと、異常燃焼し、 

火災になるおそれがあります。 鄉。 


r 電池点火び使えないとき1 


しん調節つまみを r 点乂」 

の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみの目印を「点火」 -： 

の方向（〇)に、ゆっくり完全 , 

に止まるまで回してください。 C 鄉-ぃ 

•しん調節つまみび、止まらずに /y /Csfn 

戻ってしまう場合は、油タンクび / 

正しくセットされているか確認してくだごし^。それでも 
戻ってしまラ場合は、一旦、しん調節つまみを「緊急消火 
朽.趕」（消火装置セット）の方向 （ 〇)へ回してください。 
回せない場含料硬い場含は、しんにタールびついてい 
ます。しんの手入れ（か b 焼きクリーニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点火用ラ 

イターで点乂する。 WSf 


がー ドを開けて、燃焼筒を持ち 


上げ、マッチや市販の点火用ラを I 
イターなどを使ってしんに乂を ^ 

簡ブてくだごい。 

けこばこ用のライターで点火しな 
いで <ださい。 

>マッチで点火した場をは、マッチの燃えかずをしん付近や 
ストープ内に落としたり、置台の上に置かないでくださし、。 
事故や火災の原因になります。 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、燃 
焼簡つまみを左ちに2〜3回動か 
し、燃焼簡び正しくしん調節器に 
セットごれているか、しんの上に 
のっていないかを必ず確かめて、 


画 


ぶ％ が 


ガードを閉じてください。燃焼筒 巧みヴ 

び正しくセットされていないと、— 

異常燃焼し、乂災になるおそれがあります。 

►火び着いたことを確認したら、しん調節つまみをかしだ 
け（点火した乂が消えない程度に）消火の方向に回して 
みて、引つかかりびなくスムースにしんび下げ b れること 
を確認してから、ちラー度しんを上げて使用してください。 
しん調節つまみびスムースに回 b ないときは、燃焼筒を 
持ち.±げて、しんを完全に下げてか5、点乂操作を始め 
か b や0直してください。 







量使いかた 


炎の調節のしかた 


A 警告 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂災の原因になります。 



A ま意 


やかんやなべなどをのせた場合は、細むの注意をしてください。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱漏がこぼれ、やけどのおそれがありまず。 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いボめの販売店に点検を依頼してください。 
ストーブの故障の原因になります。 


〇 


龙日阮 A ♦炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

wmy s ae tiiw ♦しん調節つまみを回して炎を li 節するときは、艦のイラストをよく見て、必ず正常隱の状態で 


使用してください。 


炎めが態】 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、燃焼筒の上部よ0約]〜 3 cm です。 


m __^ 

)v(^[ 





しんの上げずざ 

(炎が大きく伸びている） 
すすや一酸化炭累び 
多く発生する 


最大正常燃焼 


最小正常燃焼 


すすや一酸化炭累び 炎の長さび 燃焼筒全体び にお I 

I 多く発生する _ 1〜 3 cm _ 赤熱している状態 _ 

@炎の大击さは上図のよラに、正常燃焼の状態でご使用してください。 

•点乂後は、燃焼筒が徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体び赤熱します。 

•部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラがでるときは、燃焼筒つまみを持って左ちに軽く 2〜3回動か 
して < ださい。 

♦炎び安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 


しんの下げすぎ 

(燃 P 筒び充分に赤熱しない） 
においや一酸化炭素が 
をく発をする 
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しん調節' 
つまみ ク 


乂力を弱くずる場台の注意 


•火力を弱くした場合でち、燃焼筒ま体が、充分に赤熱している状態で使用してください。 

•あまり乂力を弱くすると、においや一薇化炭累び多く発生し、しんにタールび付着します。 

しん の高さ調 節(でる でるお）につ いて I 

•炎の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼簡の酸化、禍熱しんの劣化によってルさくなってをます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、 L 可度いかた! 
[でるでる忘^—いかた似頂を雪:照して、しんの高さの調節をしてください。 

参変質打油や不純なミ出を懼用してしまい、しんにタールが付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、圆 1' 保管 ir 日しんの手入れをずる」の項を参照してしんの手入れをし 
てください。 


消乂のしかた 


通常の?貨义の場を 


1しん調節つまみの目巧を、「ニオイセーブ消火位置」まで、ゆっくりと回ず。 

I しん調節つまみの目印を r 消火」の方向（〇)の「ニオイセーブ消乂位置」までゆっくり止まるまで回し 
て < ださい。 

(速く回すとにおいび出やすくなりまず。） 

P 消乂を確認する。 

•においを少なくするため、1〜5分程燃焼(おび一部残る）して消乂します。 

•しん調節つまみの目印が「ニオイセーブ消火位置」にあり、火び消えたことを必ず硝認してください。 


緊急の消火の場台 


勇)緊急消乂ボタンを押す。 

•急速に消火させるため、においやすすび発生することがあります。 

しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消火ボタンを押しても、しんが下が5ず消火できない場合は、しん調節つまみを強く左方向（〇) 
に回して、しんを下げてくださし、。 

それでもしんが下が5ない場合は、油タンクを取り出し、火が消えるまで燃やしきってください。 





印 P / 





































> 時間にを裕びない場合は、ガードを開き、燃焼簡の上にコップー杯 （20 日 m 《程度)の水をかけて消火し m 
てください。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないように、手] 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてか b おこなってください。また、あとで油受けざら巧の水 
の入った灯油を抜さ、しん交撰び必要です。 


しんを下げられない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、かを含んでいることがありますので、 hn r 馬簡 / 

「日しんの手入れをずる」を参照し、しんの手入れをおこなうか、？斤しいしんに交換してください。- - 

. -お願い--- 

消乂後、約5分間は再点火しないでください。燃焼筒び;ちえないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気が 
でたり、点火しないことびあります。 



でるでる芯の使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの装化などで、炎び大をくならないとさは、でるでるつまみ 
を操作して、しんの高さの調節びでさます。 

t -お願い- N 

•購入して初めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど、炎び充分に出ているときに、でるでるつまみを恐 
が; 3 )にはめ藝えると炎び大きくなりすぎ、すすが発をすることびあります。炎び大きくならない時政がは、でるでるつま 
みをけ)で使用してください。 

♦不度灯油や変質な油を使用して、しんに水やタールび付着したときは効果がない場合びあります。その場含は回蓋管]「日し 
んの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをおこなってください。それでち畏くならない場をは、新しいしんに交換して 
^ ください。 _ ゾ 

1緊急消火ボタンを押ず。 C n 

I 緊急消火ボタンを押してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつまみを 〜一 

は饭巧えることができません。 •二 
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しん調節つまみを弓 I き巧く。 旅. 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの◎または③印の巧のいずれかを、 iiffe 

固定ピンの凸部にはめ替える。 一/^^^ 

①から’： 2) の巧へ、感から③の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞ ^ t 

れ約2 mm 高くなり、炎び大さくなります。 

逆に、炎をルさくする場合には、③を霞に、霞をのにはが替えます。 

でるでるつまみの位置 I ① 1 苗 -— 1 (3) ~ *■ - ! 

_ しんの局 C _ _ 約8讯 m _ 一 を'」10 mm _ 約 1 2 mm 

しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみをのから風または(劇こはめ替えまずと、点火の隙しん調節つまみを回したとき、 
しん調節つまみの目印の止まる位置び、「でるでる忘」の霞 I または感位置にかわります。 


でるでる 
つまみ 


ン差し 

回す替スる 

ミ^巧 


腸 


it _ 

\しん調節 
\つまお- 


圓安全装置 


巧霉自動消乂装置 


参ストーブが地麗（震度約5し U 上）や強い振動、衝磐を受けたとき、火災などの危険を防ぐために自動的に消火させる安全装置です。 
♦しん調節つまみを「点火 j の方向]にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損機はないか、丹油びこぼれていないかなど異常び 
ないことを醒認した後、再点火してください。 


•燃焼中に油タンクを取りおずと、自動的に消火させるミ全装暨です。（しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」に戻ります。） 
•油タンクを本体に挿入すると目動的にセットされ、しん調節つまみび回せるよラになります。 

•給油時消火装«は、消火した状態（しん調節つまみの y 印び r ニオイセーブ消乂位置」にある場含)でも油タンクを说くと対震自 
動消火装置がセットできなくなります。 

( -お願い- N 

燃焼中に、巧讓自動消乂装置传油タンクの給油時消乂装 B び働いた攝をは、消乂時のにおいが強く発をします。給油をされ 
t るときは、においを抑えるため、しん調節つまみで消火させ、消火を確認してから袖タンクを取り出してください。 j 








团点模•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとさは 


♦ストーブを消火し、ストーブの温度が充分に下がってか5おこなって<ださし、。 
•手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

•巧震自動消火装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 


使うたびに 


点検箇戸斤 _ 点検内容 _ 

ス I -ープの•ス I -ーブの周囲に可燃物や障害物があ0ませんか。 
周固_[乂災の原因になります]_ 

油こぼれ ♦油タンク、油受けざら、置台の表面に、’灯油びこほ 

油たまり たり、たまったり、にじんでいませんか。 

油にじみ [乂災の原因になります] 


油漏れ •油漏れはありませんか。 

_[火災の原因になります]_ 

が筒 •欠けたり、割れたりしていませんか。 

(ガラス） [異常燃焼の原因になります] 


1箇月に1回 L ソ上 


点検箇所 
ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 

巧震自動 
消乂装置 


乾電池 


燃焼筒 


_ 点検内容 _ 

>反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビこールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 


•しん調節つまみを回してしんを丄げてから、置台をゆ 
すると、対震自動消火装置び作動し、そのときしんび 
下げり、しん調節つまみの目印び r 緊急消火位置」に戻 
0ますか。 

_ [確実に消火することを確認]_ 

•点乂プラグのスパーク音は、「ピィ~」と鳴りますか。 
[乾電池の 電圧(消親点検 ] _ 

•燃焼簡の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異常薇焼の原冈になりまず] _ 

•しんの先端にタールび付着して、固<なっていません 
か。 

グ しんにタールが付着していると、次のよラな不具合^ 
が発生しまず。 _ 

•消乂操作をしてち、しんび下がらず、消乂しない。 
♦しん上下の操作び重く、スムースにでさない。 

♦点火操作をしてち、点火しない。 
t •燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににおいがする。 


_ 処置方法 _ 

参常に髮理-掃除をし可燃物をストーブの周四に置か 
_ないでください。_ 

♦こぼれたり、たまったり、にじんだ灯 巧,すコミ 

油はきれいにふを取ってください。を單. 

•油タンクの給油□口金の、弁部など 21 ylx 

にはさまっているごみなどを、取り 
_除いてください。_ _ W _ W 

•丹油び漏れている場をは、すぐに使用をやめ、お買 
_いずめの販売店 I こ修理依頼をしてください。_ 

•お買い求めの販売店に相談して、新しい外筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


_ 処置方法 _ 

•师 I 探營；の]〜日璃を参照し ご今で 

て本■体を取りはずし、置台と 
油受けざらの隙間（特にしん 
案内筒の下部)のほこり、ごみ J V ——■ 
などを取り除いてください。 

掃除機で吸い取るのを効果的 

です。 しん案内 筒の下’； 

♦しん調節つまみの目 £ P び r 緊急消乂位置」に戾らない 
場含は、しんの頃の点検をしてください。 

•販売店に修理依賴をしてください。 


•音びかすれる場合は電圧び下びっています。 

J 斤しい乾電池に交換してくだごい。 

•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取0除き、 
をれいに掃除してください。 

♦タールが巧曆している場合は、;11; 保管 |「9しんの手 
入れをする」に従って、しんの手入れをおこなってく 

-お願い-^ 

♦しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いでください。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

♦しんの手入れをおこなってち効栗のない場合は、 

. 新しいしんに交換してください。 


点乂プラグ•点火プラグび、カーボンやタールでミちれていませんか。•点火プラグび巧れているときは、「点火プラグの掃 
•点火プラグびしんにくい込んでいませんか。 除」に従って処置をしてください。 

[点火不度の原因になります] •点火プラグがしんにくい込んでいるとさは、「しん 

___の修正」に従って処置をしてください。_ 

給油時 ♦しん調節つまみを回してしんを上げてから油タンクを•しん調節つまみの目印が r 緊急消乂位置」に戻らない 

消乂装置 持ち.卜げると、給油時消火装黃が作動してしんが下がり、場合は、しんの項の点橫をしてください。 

しん調節つまみの目印が「緊急消火位置」に戻りますか。•販売店に修理依頼をしてください。 
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-点火プラグの掃除- 

•ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライノ 一などで、点乂プラグの電極や礎す部分 
に付着した巧れを取り除いてくだごい。 

♦掃除が終りましたら、元どおりにしん誕節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電池を取り付けて正常 
に点乂するかどラか醒認してください。 

•点火しにくかったり、点火しない攝合は、 r しんの修正」をするか、もう一度きれいに掃除し直してください。 
また、しんの手入れ（か5焼きクリーニング）をおこなうと、点火プラグに付着した';ちれが取れやずくなり 

— ます。（岡保管 I 「9しんの手入れをずる」参照） _ _ _ 

-しんの修正- jyr 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグおくのしんの側面を内側に、劃り善などで -- ニニ 

軽く押さえるように撫でて、しんを整える。 —* '1 

♦一度しんを下げてから鑛焼筒をのせ、点火してください。 


權繫を 1 


しんに接触している 
てしんか5離れている 


しんと馬乂プラグの閱をがし離す 


園定期点検 


I 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いずめ巧、または、修 S 資格者[側） 
日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 日 3- 349日- 2928) でおこなう技術管理.講習会修了者（石油磯器技術管理±)など]のいる店 
などに点検依賴されることをおすすめします。 



图故睛 • 異常の見分けかたと処置； ミー修理を依頼される前に 一 



m 因 _\ 

しんの出過ぎ。 _ 

しんの出が少ない。 

しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざ b 内に水が入っている。 

しんにタールがついている。 

燃焼筒びしんの上にのっている。 

燃焼筒の変あ。 

しん調節器と燃焼筒との間にすき間 
がある。_ 

が筒（ガラス）にひび和割れびある。_ 
灯油び変質している。（巧れた油や 
ポ U 容器で1年間持ち越した油など） 

灯油び水やごみを含んでいる。 

給油口 □金び間違っている。 

油タンクび本体に入っていない。 

乾電池び消耗し ている。 _ 

正しく入れていない。 

点乂装置のコードびはずれている。 


点乂装置びシヨート（短絡）している。 〇 


点火プラグの®極び正常でない。 


な强欢巧1し炎 

火-塞を乂おび 
し零 S し y を、 
な驾鲁なをを 

し苗貪しるる 
に亨备に 

< V 違く 

い弯るい 


し火 
んの 
よ回 
下り 

をび 
f 遅 
巧い 

か 

重 

し^ 


百 


〇 


〇 





〇 

〇 



〇 
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〇 
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処置方法 


しんを下げて、炎を調節する。 

しんの高さを調節する。 

新しいしんと交換する。 胃 

しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交撰する。 

油受けざ5、油タンク巧の丹油を正常な 
灯油に交換する。 

" 点火してか6必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 _ 

" 巧炎筒、外炎筒び変形していないかを確かめ 
胃る。壊おしている場却ま販売店に連絡する） 
しん調節器の_ h 副こ夕 一 J レびつしでいないか。 
また成郷晃筒下部に不}前しがなしめ、を調べる。 
外筒（ガラ ス）を交 換する。 _ 

" しんにタールびつく原因となるので正常な 
灯油に 交換 する。 ^ _ 

' 正常 な灯油に交換ずる。 _ _ 

給油 n □金を正しいちのに取り換える。 

油タンク を本体に入れる。_ 

' 新しい 乾電池に交換する。 — 

— 正しく入れ直す。 _ 

コードびはずれてしぶときは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 一一 

シヨ…卜しないよラになおず。 

不明の時は販に連絡する。 

. 点乂プラグび破損していないか醒かめる。 

^ (破損している場含は販売店に連絡する） 
しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 


点乂プラグが巧れている。_ __ _ 丄 _点火プ ラグを掃 除する。 一 _ 

賢踞内部に、ほこり、ごみがたまつて ィ 製品内部を掃除する。 


:の表 iu 外の不具合があるときや、処置ち法により処置をしてち良くな b ないときは、使巧を中止し、お賢いホめの販売店にご相談ください。 
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画部品交換のしかた 


油タンク内の打;由を巧き取る。 

①ストーブから油タンクを取り出し、市販の給油ポンプ 
(手動式)で、油タンク内のむ油を抜さ取ってください。 
©わずかに残った'灯油は、油タンクに給油□口金を取り 
付け、油受けを本体の中から取り出して給油□□金に 
巧し当て、油タンクを上下にゆすって振いてください。 


ミを受け 


ご^凑し夕 

) 電池ケースから乾輩池を取り出し 
-てください。 

-お願い- N 

乾電池を取り付けたまま保管する 
と、液漏れしてストーブを腐食さ 
せることがあります。 



緊急消火ボタンを押して、巧震自動消火装置を作動ごせ、 
しんを下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出し 
てください。 



m 


「しん調節つまみ」を引き旅いてください。 



A ミホ音 

しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が 
発生ずるおそれびありまず。 

〇 ] 

L 、\ / Il 2 iisX 

点乂装置は、点火時に高電圧が発生しまず。点火プラグに不用意にさわ5ないでください。 

感電のおそれがあります。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてか5おこなってください。 

A 

感電注意 J 


♦替えしん、外筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

•部品が販売店にない場含は、別紙の お客穗相談窓口一覽 1までお問い含わはください 


部品交換のときの注意 


•ご自分で部品交換される場ちは、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないよう注意しておこなって<ださい。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

® 感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手をけがしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理は危険です。お翼いホめの販売店か、（目が日本石ミ由燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器 
技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめします 


しんの交換のしかた 


トヨト5純正適合しん しんの交換方法-ミち意内容は、トヨ耐 

恒画馬量西因量™^ 誤 i 鑛 r ている麵説曙を 


^検査に合格したしんには 
^この マークが 貼ってあります 
嘗 マ-クの色彩は、白地に赤 
がインクで表ちされています 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼筒 r 商品コード:11113306]燃焼筒が変おした場をや、外筒（ガラス）び割れたりした場合は、お賢いホめの販売店、 
--または、別紙のお客様相談窓口一賀’までお問い含わせください。 _ 

点火プラグの交換のしかた 

点火プラグを交換するときは、お賈いホめの販売店または、別紙のお客様相談窓口一費 I までお問い合わせください。 

乾電池の交換のしかた 

•[4\ 慨 用前の 準備1 1乾電池 をおり付けるを参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池〔単二あ乾電池〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
されることをおすすめします。 


回保管（長期間使用しない場合) 







本体の両側面と背面にある止めねじ 3 本を、取りはずし 
てください。本体を前方に傾けながら、ゆっくりと上方 
に持ち上げて取りはずしてください。 




ミ油受けざ5內のな油を巧を取る。 

/油受けを取り出してから、油受け 
ざら巧の灯油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で抜き取ってください。 

♦油タンク、油受けざらに水やご n X 

みび残ったまま保管すると、謂^ 

や巧あきの願になります。き 

れいな灯油ですすぎ洗いをして V — 7 

ください。残った灯油は、巧切 

れなどで吸い取ってください。 

——感震部の点検-手入れをおこなう——^ 

•ごみやほこりがついていた5、 

やわ5かい巧できれいにふき取 ^ 

•絹が多量に発生している場台は、 

お買いホめの販売店に修理を依 

でふいて落とし、乾いた巧で水 
気を取り除いてください。 

_ y 

] 本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

>な油を抜いた油タンクを本体にセットします C 


g しんの手入れをずる。（から焼きクリーニング） 

/-お願い-^ 

•しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気を 
おこなってください。 

V _ J 

•しんの先端び固くなっている時 ( 

は、ラジオペンチなどで固い部 (\ 

分を輕くつぶしてからおこなっ 一\ 

てくだごぃ。 を^号#^ 

巧通常の点火操作をして、正しく 
匪させてください。 C 

©乂力びルさくなったら、しんを 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしきってください。 

10緊急消火ボタンを押す。 

I U 対震自動消火装置を作動ごせ、しんを下げに状態にして 
ください。 

11収納ずる。 

II 包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管してください。 
「取扱説明書」や r 保証書」も忘れずに大切に保管してくだ 
さい。 

f -お願い- N 

♦高温多湿、直射日光の当たる塌巧には、保管しないで 
ぐださい。 

錯が出たり、樹脂部品が変形ずる原因になりまず。 

•油タンクは打油を抜を、本体にセットして保管して< 
ださい。 


が了油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
い量る）よラにしてください。 

>取りはずした乾電池は、叢示してある使用推奨期限内は電 
池能力びのこっていれば他の製品に使用できますので、再 
利用されることをおすすめします。 


圃廃棄ずるとき 


同 i 顧 の]〜目項を参照して、油タンク、油受けざら巧の灯油を扳さ取り、電池ケースから乾電池を取りはずして廃棄してください。 


圃仕様 


["型式の呼び 

RS - D 2909 E 

释觸 

自然通気形開放式石油ストーブ 

す里 ホロ 

しん式•放射お 

点火方式 

電池点乂〔単三形乾電池4個’別売〕 

使用燃料 

丹油 （ J に1号） 

最大燃料消費量 

2.87 kW (日.27目 L / h ) 

暖房出力 

2.87 kW 

油タンク容量 

4.0 L 

燃焼継続時間 

約14時間 

し 質量 

約9.日お 


外形で法 
(置台を含む） 


し^ 日巧巧 の S 

ボ去 i 吗 
_ r 吸上量 

安全装置 


454.5 mm 

__5目 2 mm 

_ 279 mm 
普婦簡しん 
トヨ耐熱しん第2則重 
85 mm 
2.5 mm 
20日％ 

巧震自動消乂装置（しん降下式） 
給油時消火疆置 
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图アフタ…ヴービス 


保証について_ 

•添付しております保詰書は販売店で戸斤定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 
•保証期間は、お買いホめの曰より]年間でず。 

f -お願い- N 

次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象となりませんので注意してくだごい。 

(1) 変質灯油和不純丹油など、また打油 L ソがの燃料を使用したための故晴や事故。 

(2) ほこりやちれなど、手入れのゆきとどかなかったた彼に起こった故瘤や拳故。 

(3) 純正部品外のものを使用したり、しんにタールが付着したり、水を暇ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーターなど)の故障。 

(日）この取扱説明叢や、注意書、ラベル類による危険-驚告■ま意•お願し V 筆嗔び守 b れず、誤った使いちをされた場合の 
故障や事故。 

•その他詳細の保詰の容については、保証書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼するとき _ _ 

♦囘「政 罹.翼雷の見 かげ かた ど題 に従って、姐置をおこなってください。 

直5ないときは、使用を中止し、がずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容はなの通りです。 

の品名…石油ストーブ（自然邁気お開放式石油ストーブ） 

I ® 型式の呼び… RS - D 29 日 9 E 
® お買いホめ年月曰 
® 故障のが況(できるだけ眞体的に） 

©おなまえ，おところ，電話蚕号 

•修理に隙しましては、保証靈を提示してください。保証菁の規おに従って、販売店び修理させていただをます。 

•保証期間が過ぎていても、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

♦修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、輩池ケースから乾電池を取りはずして、油タンク、油受けざ b 内の灯油を 
抜いてください。連)殷の途中に灯油がこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補 修用性能部品につい て _ 

•石油ストーブの補修用性能部品の保有期問は製造巧切り德6年です。 

•補修用性能部品とは、穀品の機能を維持するために必要な部品です。 

( D 消耗•劣化ずる部品 

•使用期間により、交換-メンテナンスび必要な部品…しん、給油口□金、油受け 
•変質灯油、不純な油の使用で劣化しやすい部品…しん 

故障•修理の際の連絡先 _ _ 一 

アフターサービスについてご不明な点は、お買い巧めの販売店、または I お客様相談窓ご^覧1 (別紙参照)までお問い合わせく 
ださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


r 

型 式 

RS - D 2909 E 

お買いホめ年月日 

年 

月 

曰 

お買いずめ店名 

V 


(電話番号 ）（ 

) 

— 

) 


株式会社 1-31-5 

本社干467-日8己己 

名古屋市瑞穂区桃園町曰番17号 
フ IJ ーコール0120-]日 4-1 已4 
TEL く日已2>822-1144 
FAX く0曰 2> S 22-2742 







